
 

― 実 る 心 ―  

 朝晩の冷え込みが厳しくなり、ピーンと張りつめた空気

が流れます。自然の移り変わりがまばゆい程に五感をくす

ぐる季節ですが、園を取り囲む木々は、その葉を冬の使者

の如くに舞い踊らせて、子ども達に降りそそぎます。  

「ワァ～ィ」「ワァ～ィ」子ども達と落葉が戯れて風の中を

クル クル クル クル ……黄金色の響宴です。「きれいだネェ～」

「いいにおい ! !」「カサカサしておしゃべりしてるみたい

だョ」「おもしろい ネ 」その情景が映画のワンシーンの

ようで、しばしみとれていたことでした。  

まもなくおゆうぎ会です。  

 コロナの感染者数は減少してきていますが〝油断大敵〟

まずは「子ども達の安心安全」を優先し出来得る限りの

配慮をしてゆきたいと考えています。しかし乍らなにぶん

にも幼子のこと夢中になり〝 密接〟〝密集〟〝大声〟

もあるかと思われます。ご理解、ご了承下さるようお願い

いたします。各クラス共に皆で〝演目決め〟〝役決め〟

表現活動における〝工夫〟〝提案〟〝協力〟〝協調〟 etc

と目下練習に熱が入り佳境にさしかかっているようです。

園庭あそびの際も、子ども達同 士でおゆうぎ会談義を

楽しんでいる姿を見受けます。  

一人ひとりの心に〝おもしろ～ぃ!!〟〝たのしいなァ～〟と胸をとき

めかせるハラハラ、ドキドキ、ワクワクを届けたいと願っています。 

―  子ども達の一生懸命をお楽しみに…。―  

<  合掌のうた  > 

 


